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第３学年○組 数学科 学習指導案 
令和○○年○○月○○日（○）第○校時 

秩父市立秩父第二中学校 髙𣘺 直人  
 １ 題材名   「式の計算の利用」 

 
 ２ 教師の題材観・指導観 

 (1) 題材観 
  第２学年では，文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力を養うとともに，簡単な数式

の加法・減法，単項式の乗法と除法の計算について学習している。また，数量や数量の関係を捉

え説明するのに文字を用いた式が活用できることや，目的に応じて簡単な式を変形することにつ

いて学習している。 
  第３学年では，これらの学習の上に立って，単項式と多項式の乗法，多項式を単項式で割る除

法及び簡単な一次式の乗法の計算ができるようにする。さらに，公式を用いる簡単な式の展開と

因数分解を取り扱い，これによって，文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明する力を

養うようにする。 
  因数分解の公式は，一次式の乗法や式の展開の公式の逆であることを理解し，その方法を見い

だすことができるようにする。例えば，(a＋b)2 ＝ a2＋2ab＋b2 や a2－b2 ＝ (a＋b)(a－b) を用

いて下のように計算することが考えられる。 

  【(a＋b)2 ＝ a2＋2ab＋b2 を活用】      【a2－b2 ＝ (a＋b)(a－b) 活用】 
       1012                   132－122 

     ＝ (100＋1)2                ＝ (13＋12)(13－12) 

     ＝ 1002＋2×100×1＋12           ＝ 25×1 

     ＝ 10201                  ＝ 25 
 (2) 指導観 

  本時の内容は，「式の計算の利用」の 1 時間目に実施する。前時の授業までに，展開や因数分

解における学習を行っている。本時の導入では生徒の学習意欲を高めるために，教師がその題材

の不思議さ，面白さについて触れられるよう，問題を設定する。始めに 2 乗の数について，いく

つか質問を投げかける。12 から 102 までの数は，ほとんどの生徒が即答する。112 から 202 まで

の数は，何人かの生徒は知っていると考えられる。そこで，授業者が□と○に自然数を当てはめ

て，生徒に□2－○2の答えを求めさせる。□や○の自然数が，絶対値の小さい数ならば早く計算

することができる。しかし，絶対値の大きい数であると早く計算することができない。授業者は，

次の問題を１秒で求めるよう伝え，あえて絶対値が大きい数を当てはめる。計算の仕組みが理解

できている生徒は 1 秒で求めることができるが，多くの生徒は１秒で答えを求めることができな

い。１秒で答えを求めるには，何か秘密があるはずだと考え，生徒は今までの計算結果を振り返

り，自ら考えるようになると思われる。生徒の中には，因数分解を利用して答えを求めている。

この考え方こそが本時の授業の核ではあるが，1 秒で答えを求めることにこだわれば，数字を書

き表していると 1 秒で答えを求めることはできない。特別な条件を設定することで，単に因数分

解の利用の学習に終始せず，因数分解を利用するよさや，その公式の中身について詳しく考えて

いきたいと考える。 
  本時の授業の流れについては，生徒の疑問を大切にして，生徒が考えてみたいことを授業で扱

うようにしていきたい。例えば，□－○＝１のときに，□２ － ○２ ＝ □＋○が成り立つことが

証明できた後に，数の範囲を拡張して，負の数や分数，小数においても同様のことが言えるのか
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確認するという授業の流れが考えられる。実際には□と○を使って証明済ではあるが，生徒から

確かめてみたいという意見が出れば，確認する時間を確保するようにしていきたい。 

  授業のまとめには，この授業で適用範囲を拡げてきた法則について振り返る。適用範囲を拡げ，

□－○の絶対値が大きいと，１秒で計算することが難しいとわかる。最終的には，適用範囲を拡

げていったものは因数分解の公式で学習した公式４′であることにまとめられるが，生徒が授業

の始めに感じた疑問や不思議に思った気持ちを大切にして，解決過程を経る中で，気がつけばそ

こに数学の公式が存在していることを実感してもらいたい。 

 
 ３ 目標及び内容 

 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  (ア) 単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法の計算をすること。 
  (イ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因数分解をすること。 

     (a＋b)2 ＝ a2＋2ab＋b2        (a＋b)(a－b)＝ a2－b2 

     (a－b)2 ＝ a2－2ab＋b2        (x＋a)(x＋b)＝ x2＋(a＋b)x＋ab 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
  (ア) 既に学習した計算の方法と関連付けて，式の展開や因数分解をする方法を考察し表現する

こと。 

  (イ) 文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明すること。 

 
 ４ 単元計画と評価規準 

  全 18 時間計画 

次
 

項 目 
評価規準 時間

数 関心・意欲・態度 見方や考え方 技能 知識・理解 

１
 多項式と単項式

の乗除 

○多項式と単項式の

乗法や除法に関心

をもち，計算しよう

としている。 

 ○単項式と多項式

の乗法の計算がで

きる。 

○多項式を単項式

でわる除法の計算

ができる。 

○単項式と多項式

の乗法，多項式

を単項式でわる

除法の計算方法

を理解している

。 

２ 

２ 多項式の乗法 

○多項式と多項式の

乗法に関心をもち，

計算方法を考えた

り，計算したりしよ

うとしている。 

○多項式と多項式の乗法

を，面積図を使ったり，

1 つの多項式を文字に

おきかえたりして考え

ることができる。 

○多項式どうしの

積を展開すること

ができる。 

○式を展開するこ

との意味を理解

している。 ２ 

３ 乗法公式 

○特別な形をした式

の展開に関心をも

ち，公式をつくった

り，公式を利用して

式を展開したりし

ようとしている。 

○(x＋a)(x＋b)を展開し

たり，面積図を用いた

りして，乗法公式 1 を

導くことができる。 

○乗法公式 1 をもとにし

て，乗法公式 2，3，4を

導くことができる。 

○式の一部を１つの文字

におきかえて，乗法公

式の形に帰着させて考

えることができる。 

○乗法公式1，2，

3，4を利用して

，式を展開でき

る。 

○乗法公式を利用

して，いろいろ

な式をくふうし

て展開できる。 

○乗法公式1，2，

3，4を理解して

いる。 

 

 

４ 

４ 因数分解 

○式の因数分解に関

心をもち，多項式を

いくつかの式の積

で表そうとしてい

る。 

 ○共通な因数をく

くり出して，式を

因数分解できる。 

○式の因数，式を

因数分解するこ

との意味を理解

している。 

２ 
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 ５ 本時の学習指導 
  (1) 目標 

    ・問題に対して疑問を抱き，その理由について考えようとしている。 

                             （数学への関心・意欲・態度） 

    ・因数分解を利用して，数の計算について数学的に説明することができる。 
                             （数学的な見方や考え方） 

  (2) 学習過程 

 学習活動と予想される生徒の反応 ・指導上の留意点 
☆数学的活動 

○評価 

導 
 
入 
 

5 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 計算問題を提示して，答えを求める。 

 

 

 

 
 
 
        2     2 
 問１  10 － 9  ＝ ？？（答え 19） 
 

        2     2 

 問２   8 － 7  ＝ ？？（答え 15） 

 

 
 

        2     2 

 問３ 100 － 99 ＝ ？？（答え 199） 

 

 

 
 

 

 

 
 
・授業者が□と○に

自然数を当てはめ

て，一斉に計算を

始める。 

・計算方法の指定は

しない。 

・それぞれが自力解

決を行う十分な時

間を確保する。 

・問３では，時間を設

定し計算させる。 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

５ 
公式を利用する

因数分解 

○乗法公式を逆に使

う因数分解に関心

をもち，公式を利用

して，式を因数分解

しようとしている。 

○公式 1’の因数分解で，

a，bの見つけ方を，面

積図を使って考えるこ

とができる。 

○式の一部を１つの文字

におきかえて，因数分

解の公式の形に帰着さ

せて考えることができ

る。 

○公式1’,2’, 

3’,4’を利用

して式を因数

分解できる。 

○因数分解の公式

を使って，いろ

いろな式をくふ

うして因数分解

できる。 

○因数分解の公式 

1’,2’,3’, 

4’を理解して

いる。 

４ 

６ 式の計算の利用 

○式の展開や因数分

解を利用して，数の

計算や式の値をく

ふうして求める方

法を考えようとし

ている。 

○数や図形の性質を，

文字を使った式で

とらえることに関

心をもち，式の計算

を利用して考えよ

うとしている。 

○数の計算をくふうする

ために，乗法公式や因

数分解の公式の形に帰

着させて考えることが

できる。 

○数や図形の性質が成り

立つことを，式の計算

を利用して証明した

り，他者の証明を読み

とったりすることがで

きる。 

 

○式を因数分解し

てから数を代入し

て，式の値を求め

ることができる。 

○目的に応じて，

式を展開したり因

数分解したりする

ことができる。 

 

○文字を使うと，

数や図形の性質

を一般的に説明

することができ

ることを理解し

ている。 

３ 

 

本時 

1/3 

７ 問題練習     １ 

□，○に自然数を当てはめます。答えがいくつになるか計算してみましょう。 
ただし，□＞○とします。 

     2    2 

      －   ＝ ？？  

「次の問題を１秒で計算してみましょう」 
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展 
 
開 
 

40 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 答え合わせをする． 
 問１  10２ － 9２ ＝ 100－81 

          ＝ 19 

 問２   8２ － 7２ ＝ 64－49 

          ＝ 15 
 問３ 100２ －99２ ＝ 10000－9801 

          ＝ 199 

 
３ 授業者が発問を投げかける。 

 

 

 
（予想される生徒の反応） 
・２乗ひく２乗は，和と差の積を使う。  

 → １秒ではできないぞ。 

・基の２つの数の和になっている。 

→ これなら１秒でできる。 
（見つけた法則） 

 

 

 
 
４ 見つけた法則について調べる。 

 

 
（予想される生徒の反応） 

  52 － 22  ＝ 25 － 4 

        ＝ 21  （ ≠ 5 ＋ 2 ） 

122 － 112 ＝ 144 － 121 
        ＝ 23  （ ＝ 12 ＋ 11 ） 

  92 － 72  ＝ 81 － 49 

        ＝ 32  （ ≠ 9 ＋ 7 ） 

92 － 82  ＝ 81 － 64 
        ＝ 17  （ ＝ 9 ＋ 8 ） 

・いつでも使えない。 

・使えるときには条件が必要になる。 

 
５ 見つけた法則についてさらに調べる。 

 

 
（予想される生徒の反応） 
・基の数の差が１のときにうまくいく。 

・□－○＝１のときだけ使える。 

 
・答え合わせをした

３つの計算式から

法則を見つける。 

・因数分解には触れ

ず，1 秒で計算でき

そうな仕組みにつ

いて考えさせる。 

 
 

 

 

 
・生徒は，これまで計

算した問題を振り

返りながら，自力

解決を行う。 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
・いつでも使えない

ことを全員で共有

する． 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
☆与えられた数

学の事象から

性質を見いだ

し解決する活

動 

 
○問題に対して

疑問を抱き，そ

の理由につい

て考えようと

している。 

（関・意・態） 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

私は答えを１秒で求めることができる方法を知っています。 

どんな方法でしょうか。 

見つけた法則はいつでも使えるのか。 

     2    2 

   －   ＝     ＋       

見つけた法則はどんなときに使えるのか。 
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６ 見つけた法則を証明する。 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
（見つけた法則） 

 

 
 

 

 
７ 見つけた法則の適用範囲を拡げる。 

 

 
（予想される生徒の反応） 

□－○＝２のとき 
(例) 

10  2 － 8  2 ＝ 100 － 64 

              ＝ 36 

10  2 － 8  2 ＝ ( 10 ＋ 8 )( 10 － 8 ) 
        ＝ ( 10 ＋ 8  )× ２ 

 
15  2 － 13 2 ＝ 225 － 169 

        ＝ 56 
15  2 － 13 2 ＝ ( 15 ＋ 13 )( 15 － 13 ) 

        ＝ ( 15 ＋ 13 )× ２ 

（見つけた法則） 

 
 

 

 
□－○＝３のとき 

(例) 

10  2 － 7  2 ＝ 100 － 49 

        ＝ 51 

10  2 － 7  2 ＝ ( 10 ＋ 7 )( 10 － 7 ) 
＝ ( 10 ＋ 7  )× ３ 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
・生徒は自力解決を

行い，その中から

計算を簡単に行う

方法を探る。 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
・時間配分によって

は，□－○の値に

よって，グループ

に分けて問題解決

を行う。 

 

 

 
☆数学的な表現

を用いて論理

的に説明し伝

え合う活動 

 
○因数分解の結

果から，式にお

けるの数の成

り立ちを読み

とることがで

きる。（見考） 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

□－○＝１ではない時に，答えを 1 秒で求める方法はあるのか？ 

【証明】（□と○を使った証明） 

 大きい数を□，小さい数を○とする。 

このとき，□－○＝１が成り立っていると仮定する。 

 □２ － ○２ ＝ (□＋○)(□－○) 
       ＝ (□＋○)×１ 

       ＝ □＋○ 

 したがって，大きい数を□，小さい数を○として，□－○＝１が

成り立っている場合，□２ － ○２ の計算結果は □＋○になる。 

     2    2 

   －   ＝     ＋       
 

（だだし，□－○＝１のとき） 

 □2 － ○2 ＝ ( □ ＋ ○ )× ２ 

（ただし，□－○＝２のとき） 



6 
 

 
21  2 － 18 2 ＝ 441 － 324 

        ＝ 117 

21  2 － 18 2 ＝ ( 21 ＋ 18 )( 21 － 18 ) 

＝ ( 21 ＋ 18 )× ３ 
（見つけた法則） 

 

 

 
 
８ 見つけた法則をまとめる。 

 

 
 
（予想される生徒の反応） 

・ｎの値が大きいと，よさを感じない。 

・ｎの値が大きいと，１秒で計算するのは無

理だ。 

・結局のところ，公式４’さえ分かっていれば

いいのではないか。 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
・既習内容の振り返

りをしていただけ

ということを確認

する。 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
☆解決の過程を

振り返って，統

合的に考察す

る活動 

 

 
 

 

 

まとめ 

 
５ 

分 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) 板書計画 
   
                                    
                          
                          
                            
                         
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  ６ 備考   生徒数 男子 ○○名 女子 ○○名 計 ○○名 

まとめ  
・因数分解を利用して，計算を早く簡単に求めることができる。 
・疑問に思ったことを，数学的に解決していく活動を楽しむ。 

 □2 － ○2 ＝ ( □ ＋ ○ )× ３ 

（ただし，□－○＝３のとき） 

公式４’  

□2 － ○2 ＝ ( □ ＋ ○ )×( □ － ○ ) 
         和      差   

  ２乗ひく２乗の計算結果は， 
    基の数の和に差をかけ算すること！ 

□2 － ○2 ＝ ( □ ＋ ○ )× ｎ 

（ただし，□－○＝ｎのとき） 

問題提示 
 
計算 
 
 
 

１秒で求めることができる

計算方法は？ 

(具体的な数値で計算し，確

認する) 

(証明) (次に考えてみたいこと) 
 
 
(結果) 
 

(公式４’) 
まとめ 


